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創造性や独創性 を育む の に 「保留法 」 は役立 つ か

【キ
ー

ワ
ー

ド】

1 は じめ に

　　　　五 十嵐靖貝ll　 IGARASHI 　 ぬ s   ori

　　　　　　　　　東京理科 大学

創造性、独創性 、ス キー
マ 、メ タ認知、概念形成 、思考法、学習法

　 「保 留法」 に よる概念形成、メ タ認知能

力の 育成、自己 ス キーマ の 改善等に つ い て 、

本学会で 報告 した
1 ）・2｝・3）・4 ＞・5）

。
こ の 「保

留法」 は授業で の 学生か ら の 質問 と私 自身

の 経験 とか ら生 まれ たもの で あ る。 「保留

法」 は 科学概念の 形成 の 他、創造性 の 育成

にも役 立 っ こ とが判明 したの で報告す る。

2　 ギ保 留法 1 とは

　 「保留法」 とは 、『自分の 持 っ て い る既有

の 考えに固執 しな い で、一時、保留 し て お

い て、教師 が提示す る新 し い 考 え方や 、他

の 人 の 考え に 耳を傾 け、そ の 考えを 受け入

れ て 、新 し い 事実を理解 し、柔軟に 思考 を

展 開 して い く方法 。 』で あ る 。

3　「保留法」 が創造性や独創性 を育む の に

　役立 っ 根拠 を探 る

　 「保留法 j が 学習者 の 創造性や独創性 を

育む の に役立 つ こ とを実証す るた め に 、 学

生に こ れ ま で の 体験を質闇紙法で 尋ね た。

質問 は 、 『創造性や独創性 を育む ためには 、

こ れ ま で の 自己 の ス キーマ を点検す る必 要

が あ りますが 、
「保留法 1 はそ の 時 、 どの よ

うに役 立 ちますか 、貴方の こ れ まで の 体験

な どを振 り返 り、答えて くだ さい 。 』で あ る 。

（1） 調 　査

　
一

昨年（2012 年）度は 、 前期の 中頃に 、 科

学概念や新 しい 考 えを理解す る方法の 1 つ

に 「保留法」 が あるこ とを紹介 した 。その

後 、 昨年（2013 年）度前期の 終わ りに 、 創造

性や独創性 を育むの に 「保留法」 が役立 っ

か を問 うア ン ケー ト調査 を実施 し た。　 調

査対象 は、農工 系の A 大 学生 122名で ある 。

  学生の 回答

　 創造性や独創性 を育む の に有効で あ る と

回答 し た学生 は 、ほ ぼ全員で あ っ た。その

中か ら幾つ か を ピ ッ ク ア ッ プ して 紹介す る。

  保留法は、自分の 考えを
一度保留に して、

他の 人 の 意見を聞 くな どと い っ た方法で あ

る。私は卒論を書 い て い た時 、指導教授 の

話 は聞 き入 れ、信念をも っ て研 究を して い

て 、あま り論文 を読まず に進 めて い た。し

か し 、 土壌学や 生態学 の 先生 と話 を して 、
「論 文 を読 む こ と に 始ま り、書く こ とに終

わ る 」 こ とを知 り、様 々 な先生方 の 話を聞

けば 闕 くほ ど 、 研 究に新 しい 可能性が見 え

て きま した 。

  多種 多様 な問題解決の 仕方が あ る学習

環境 こ そ 、 創造性や 独創性 を育て る こ とが

で きる 。 そ の 際 保 留法は、自分 の 考え を
一

時的に 保留 し、新た な考え を受 け入れ 、 検

討す るこ とが で き る こ とか ら、こ の 多様 な

問題 解決 の 仕方 を学習できる環境を自ら造

る こ とが で きる の で 役立 っ と考 え る。

  創造性 や独創性 は、あ らゆる知識や見方

や考え方 、経験が あっ て生まれ る もの だ と

思 う。創造性や独創性 を育む とい うの は、

それだ け多 くの 知識や経験 を積む と考え る

と、保留法 に よ っ て 他者か ら の 見方や考え

方 を得る こ とに よ っ て 、自分の 見方や考え

方 、 知識や経験 と照 らし合わせ て 、新 し い

見方 が 生 まれ 、創造控 や 独創 性 を育む こ と

に っ な が っ て い く と思 う。

  1 つ の 考 え に 捕われ て し ま うと、創造

的な考 え方をす る こ とが で きな くな っ て し

ま う。 な の で、保 留法に よ っ て 自分 の 考え

を
一度置い て 、新 しい 考えを受容する こ と

は 自分の 考の 幅が広が り、創造性や独創性

を育む よ い 方法で あ る と考え る 。

4 考　 察

　 調査 結果か ら 、 考 え の 幅が広 が る 、 柔軟

に 思考で きる よ うにな っ た等が分か る 。

5　 ま とめ

　 「保留法」 は 、創造性や独創性 を育む 上

で役立 っ こ とが判 明 した。
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